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　近年UHF帯のRFIDシステムの導入
がさまざまな現場ですすめられています。
店頭や物流、生産工程で個品や梱包
箱、通箱などにICタグがつけられて活用
されています。ただ、そのICタグにどんな
風にデータを書き込んで使うかという点
については、今までのバーコードやHF帯
とは少し違っています。今回から、数回に
分けてUHF帯RFIDのICタグのメモリと
データをご紹介します。ちょっと技術的な
内容になってしまいますが、UHF帯
RFIDの活用の幅を広げるために、いっ
たいどんなことができるのか、入っている
データがなにを意味しているのかを紐解
いてみれば、これまでとは違った活用法
に気づくことでしょう。

　UHF帯のICタグはEPCglobal C1G2、
ISO/IEC 18000-63に準拠したものが
ほとんどです。この規格でつかわれてい
るICチップのメモリ構成は図１のように
なっています。
　メモリの読み書きは2Byte単位で行わ
れ、2Byte=16bitを「1ブロック」として
ブロック単位で処理は行われます。
＊Bank 00 [RESERVED]
RESERVEDメモリはAccess Password
及びKill Passwordで構成され各 4々Byteで
す。Access Passwordはメモリに保護をかけ
る場合に使用します。Kill Passwordはその
名の通り、ICタグを無効にする場合のパス
ワードを格納します。Killするとリーダライ
タで検知しようとしても無反応になります。
＊Bank01 [EPC]
EPCメモリは実際に識別に使うデータ
（IDコード、UII）が格納されています。

明けましておめでとうございます。
今年も引き続き月刊「Flags」をご愛読いただいております読者の皆様へお役に立
つ自動認識技術の情報提供をお届けして参ります。  今年もどうぞよろしくお願い
いたします。

『UHF ICタグの
  メモリとデータ（前編）』

はじめに

以下の３つの部分から構成されています。

(1)CRC
EPCメモリのエラー検出に使用される
CRC値であり、EPCメモリの一番先頭の1
ブロックです。ここは利用者が書き込むこと
はできません。ほかの部分を変更した際に
自動的にここも書き換え処理がされます。
(2)PC
EPCメモリの2番目のブロックです。PCは
Protocol Controlを意味し、各種の情報
が含まれています。以下のような構成です。

はじめの5bi t ( Leng th )がその後の
(3)EPCの長さを指定します。指定方法
の詳細については右下終わりにのあと
の参考資料をご参照ください。ここはご
存じない方も多いのですが、UHFのID
コードであるEPCは長さを変更すること
ができます。規格上の最長は496bi t
（62Byte）です。ICチップ毎に実際に搭
載されているメモリは異なりますが、現
在増えているのは最長128bitあるいは
96bitのものです。

出所：「UHF帯RFID標準コード体系
ガイドライン」
（一社）日本自動認識システム協会刊

簡単設定の自律駆動型UHF帯RFID固定式
リーダライタです。
電源ONで自動的に読み取りを行い、データ
を送信します。
各種の設定はブラウザから可能です。
パソコン等から複雑なプログラムでコント
ロールする必要はありません。
高出力でアンテナ４ポートの構内無線局
（免許局）タイプです。
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都合により内容が変更になる場合がありますので、予めご了承下さい。

バックナンバーは弊社ホームページに掲載しております。　　　　　　　　

2月号は 2月12日発行です。
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たとえばNXP社のUcode8やimpinj
社のM730は最長128bitです。
次のUMIがちょっと注意です。
ここは後に説明しますBank11[USER]
メモリの有り/無しを表すのですが、実際
はICチップ毎に挙動が異なっており、IC
チップの仕様を確認する必要がありま
す。固定値で変化しないICチップもあり
ますしUSERメモリへの書き込み等で変
化するようなICチップもあります。
XPCは拡張PCの有無を表しますが、現
在のところ、XPCが有るというICチップ
はあまりなく、多くのICチップでは固定
値の0です。
ToggleはUHFのIDコードであるEPC
が、EPCglobal準拠か、非EPCglobal
準拠かを示します。ここが0であれば
SGTINやGRAIといったフォーマットの
EPCglobal準拠を意味し、1であれば
他のコード体系（たとえばISO方式）を
意味します。その次のRFU/AFI(8bit)
は、Toggleが0の場合にはすべて0で

す。1の場合はISO/IEC15962に規定
されているAFI値を設定します。
以上がPCの内容です。ちょっとわかり
にくいのでよくあるPC値「3000（16進
数）」を例としてまとめて読み解きします
と、これは「EPC-96bit, USERメモリな
し , I D デ ー タのフォー マットは
EPCglobal準拠」を意味します。
(3)EPC
EPCメモリの3番目のブロック以降が
RFIDをつかったシステムでのIDコード
部分です。ここにユーザ側で自分の使い
たいIDコードを書き込みして使用しま
す。主にEPCglobal方式か、ISO方式の
やり方があります。これについては次号
以降でご説明します。UHF帯リーダライ
タをICタグ付の商品に向けICタグの検
知を実行すると、主にここのデータが収
集されます。HF帯のICタグと大きく違う
のが、このICタグの検知実行時のユニ
ーク（一意）なIDコードを利用者側が書
き込んで運用することです。

2020年  2月号は・・・

についてです。

『 UHF ICタグの
                    メモリとデータ（中編）  』

UHF帯リーダライタは( 2 ) P C及び
(3)EPCの組み合わせでICタグを識別し
ます。同じPCとEPCのタグを作ることは
同じPCとEPCを複数に書き込んでやれ
ばいいので簡単です。同じ内容のものを
リーダライタで検知実行するとリーダラ
イタ側では同じものは複数あっても複数
と識別せずICタグは1個とホスト側に伝
えます。
多くのICタグをそれぞれ別な異なるIC
タグとして認識したい場合は、それぞれ
に異なるIDコードを書き込んでやらな
いといけません。HF帯のICタグは利用
者の手元に来た時にはすでにユニーク
なIDコードが書き換え不可な状態で書
き込まれてきていましたがUHF帯はそ
うではありません。また、ICチップによっ
てはRESERVEDメモリやEPCメモリに
独自の拡張機能の領域を用意している
ものがあります。

駆け足で先ずはUHF帯ICタグのメモリ
に関するお話をさせていただきました。
次号では残るTID、USERメモリについ
てや、実際にどういう風にデータを加工
して書き込むのか、SGTINとは？といっ
たことをご紹介させていただきます。

おわりに

当社社長より新年のご挨拶

旧年中は当社事業に際しまして格別のご高配を賜り誠にありがとうございました。
皆様におかれましては、お健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

さて、いよいよオリンピック開催となる2020年を迎えました。ここ数年来高まってまいりました
「働き方改革」「グローバル化」は本年もますます進展していくことと考えております。

産業界も「Industry 4.0」といわれるIT、AIなどの活用でこの時代に対応していく
動きがさらに活発になってきております。

人やモノのデータが一段と切れ目なくつながりつつあります。当社事業の一翼を担う
自動認識技術は、それらの境界の Edge でネットワークと現実を結びつける業務を
行っております。

今年もチームワークを充実させ自社はもとよりパートナーの皆様と共に歩み、持続的な
成長と社会の発展への貢献を目指してまいります。

何卒、倍旧のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。

参考資料：「UHF帯RFID標準コード体系ガイドライン」
（一社）日本自動認識システム協会刊


